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　金沢子ども科学財団では小学３年生から中学生を対
象として、夏休みの研究に取り組みたい児童・生徒に対
して、大学院生等の指導者と共に取り組む「ジュニア科
学者養成講座」を毎年行っています。完成した研究作品
は金沢市の審査会・石川県の審査会を経て、全国規模
のコンクールに出展される流れとなります。ただ、金沢
市内だけで900点以上出展される中、全国コンクール
に出展されるのは小学校４点・中学校４点と非常に狭き
門となっており、「ジュニア科学者養成講座」の受講生
でも全国にたどり着くのは難しいことです。
　そうした中、令和７年度のジュニア科学者養成講座で
は９名（中期講座５名、長期講座４名）が受講し、完成
した科学作品を出展したところ、石川県のコンクールで
は県知事賞２名、科学教育振興会賞１名が受賞し、全国
コンクールでも３名全員が受賞しました。その他、自然
科学観察コンクールにおいても１名が特別賞を受賞する
など、目覚ましい成果を上げることができました。指導
員の学生と粘り強く研究したことが、素晴らしい結果に
結びついたものと考えています。受賞された皆様には今
後の活躍とさらなる飛躍を期待しています。

第62回 全国児童才能開発コンテスト科学部門
【全国都道府県教育長協議会会長賞】
　金沢市立泉野小学校3年　　杉本尚央介 
　　「3年目のさい強ぶんぶんごまのけんきゅう 

～形で音がかわるふしぎ～」
【全国連合小学校長会会長賞】
　金沢市立泉小学校5年　　　上村弥太郎 
　　「砂糖に塩を加えると甘くなるのか？ Part2」

第69回 日本学生科学賞
【入選1等】
　金沢大学人間社会学域学校教育学類附属中学校2年
　　　　　　　　　　　　　　小野遥紀 
　　「石川県に五重塔があった！
　　 妙成寺五重塔はどうして能登半島地震に耐えられたのか？」

第66回 自然科学観察コンクール
【秋山仁特別賞】
　金沢市立大徳小学校4年　　田嶋花帆 
　　「スーっと動く味そ汁のひみつPart2

～断続的な動きの理由＆面にまく液体の条件～」

　小学３年生～中学生を対象に、財団の実験室や野外で理科のおもしろい実験や観察を行う事業です。今年度は、特別講座も
含め40回開催することができました。好評の角間の里山自然探検や化石発掘探検などの特別講座「おもしろ野外活動」に加え、
「おもしろ街中お月見会」も開催するなど、科学好きな子どもたちが大勢参加し、充実した活動になりました。

おもしろ実験・観察教室おもしろ実験・観察教室

◦シンシュウタンポポの花がフワフワ。
フキが根でフキノトウにつながって
びっくり。
◦何かわからないで採ったらゼンマイ
だったので、びっくりしました。

◦５円玉を水に浸けると、水に浸け
たほうが軽くなるのが驚きました。
◦３層の色水をグラデーションにでき
てすごいなと思いました。

◦大きい望遠鏡でいっぱいの月、見れま
した。土星を初めて望遠鏡で見まし
たが、本当に環がついているんだなと
思いました。まるで、絵のようでした。

◦月のクレーターがはっきり見えまし
た！！。

◦スマホで本当に見られるか最初は疑
問だったけども、顕微鏡代わりにな
るんだなと思った。
◦微生物が動いていて、そんなに見る
機会がないから、おもしろかったです。

角間の里山自然探検角間の里山自然探検

水の秘密ラボ！水の秘密ラボ！

お もし ろ 街 中 お 月 見 会お もし ろ 街 中 お 月 見 会

スマホを使ってミクロの世界を撮ってみようスマホを使ってミクロの世界を撮ってみよう

季節ごとに景色が異なる角間の里周
辺の探検を通じて、 自然について学
ぶ年４回の教室です。 春教室では、
芽吹き始めた植物を探しました。

水の浮力を確かめる実験をもと
に、 色と重さがちがう三層の水を
コップに作りました（小３年教室）。

あえて条件の悪い街中で、 中秋の
名月を観察します。 雲の切れ間をね
らって、 親子で望遠鏡でのぞきます。

1000倍までみえる光学顕微鏡を
使って、水中の微生物などを観察し
ました （小５年～中学生教室）。

令和７年度　実施事業の報告

祝　科学作品コンクール受賞

No.23
2026.3

❖子どもゆめ基金助成事業❖

５年生～中学生教室

❖花博自然環境助成事業❖

３・４年生教室

特別教室



場 所
場 所

期 日
期 日

長土塀青少年交流センター
３F学習室

長土塀青少年交流センター
４F大集会室

12月７日(日）
11月８日（土）～16日（日）

2

【クラブ員の感想】
　スプラウトゲームでは、隣
の人と対戦して勝ったり負け
たりしました。ゲームの必勝
法を探すのがおもしろかった
です。ゲームの動きを文字を
使って式化するのが難しかっ
たけれど、式にゲームの仕組
みの様なものを入れて答えを

出す、ということが生活に生かせそうだなと思いました。必勝法
を知っているのを隠して家で家族とゲームを楽しみたいなと思い
ました。

【審査員の講評から】
■小学生　低学年では、子どもらしい発想から研究がスタートし、
身近な生物や不思議について観察・実験している作品が多い。高
学年になるにつれ、SDGsや温暖化、米などの食に関するテーマ
などの社会的、時事的な課題が増える傾向にある。多くのデータ
を収集し丁寧に結果をまとめたり、複数の検証方法を検討したり、
実験の客観性や再現性を追求したりした作品は、説得力のある良
い作品に仕上っていた。また、複数年、同じ課題を深く追究し、
集大成の研究になっているものも複数見られた。

■中学生　身の回りの現象や学習内容に対する好奇心や探究心
に基づいた研究や、自然災害や環境問題に関連付けた作品が多く
見られた。小学校からの継続研究や長期間に渡って定点観察した
もの、多数のサンプルを収集したものなど、時間をかけて粘り強く
観察、実験、調査に取り組んだ作品も見られた。優れた研究作品
には、「動機や目的が明確である」「仮説をもとに、複数回の検証
で多くのデータを収集している」「結果を表やグラフでわかりやす
くまとめている」「結果からの根拠を示し考察している」等の共通
点があった。

【参加者、保護者の感想から】
◦発表で伝えたい内容は伝えることができた。けれど８
分間にするために省いた実験、結果、説明などがあっ
たので難しかった。
◦プレゼンはあまりしたことがなかったけど、どうすれば
初めて聞く人に伝わりやすくなるかを考えて、準備や発
表をすることができた。
◦みんな分かりやすくまとめられていた。実演があったり
して面白かったです。
◦審査員からの質問やアドバイスがとても参考になった。
今後の研究に生かしていきたいと思った。
◦発表の内容や態度ともに工夫されていて感心した。お
互いに良い刺激になったのではと思います。(保護者)
◦人前で話すことや文章を考えることなど、たくさんの
課題をいただきました。とても良い経験をさせていた
だきました。(保護者)

【クラブ員の感想】
　折り鶴は折り紙でしか作
れないと思っていたけれど、
ひし形や三角形、円に外接
する一般四角形でもできる
と知って驚きました。それ
もたまたま折れたのではな
く、きちんと証明すること
ができてスッキリしました。

その証明がとてもおもしろく美しくて感動してしまいました。
実際やってみたことを一般化して証明するという数学らしいお
もしろさが感じられて楽しかったです。

年 間 講 座年 間 講 座
▪ 児童科学教室

▪ 算数・数学チャレンジクラブ

▪ サイエンスクラブ
　小学５・６年生を対象とした２年間継続の科学教
室で、受講生は５年生時に募集しています。今年度
は５・６年計125名の児童が４月から２月にかけ、泉・

長田・明成の
３教室で実
験や自由研
究に取り組み
ました。

　児童・生徒が主に夏季休業期間中に取り組んだ科学研究作品の
うち、応募のあった小学生763点、中学生148点の作品を審査
し、優れた作品を表彰するとともに一般に公開しました。期間中は
1,383人の参観者で賑わい
ました。

　児童・生徒のプレゼン能力を育成することを目的に、自
らの研究を口頭で発表する機会を提供しています。
　発表への大学の研究者からのコメントやアドバイスは、
研究をさらに発展させるヒントにもなっています。今年の
発表会には16人が参加しました。

　１年間の受講生を募集して行う算数・数学の教室で、小学５・６年生と中学生が対象の事業です。
　令和7年度は、予定していた全ての講座を開催することができ、小学生145人と中学生97人が受講しました。講座では、自分の考
えを詳しく説明したり、仲間と話し合って高めたり、解決に導いたりする姿が見られました。
　学校の算数・数学とはひと味異なり、「スプラウト（新芽）」は紙と鉛筆でできる対戦ゲームだったり、「折り紙と数学」では様々な
四角形から折り鶴を折ってみたり、「パズル＆謎解き」ではナゾ問題をズラリと床の上に並べて俯瞰したりしました。協力しながら解
答を絞り出し、五感をフル稼働させながら考える楽しみを味わっています。

　中学生対象の年10回の科
学教室で毎年受講生を募集し
ています。今年度は12校から
集まった31人の生徒が活動し
ました。指導員による実験観
察や自由研究の他、大学では
最先端の実習にも取り組みま
した。夏には大野・勝山で白
亜紀の化石採取を、秋には門
前・志賀で地震による海岸地
形の変化を観察しました。

科学研究作品展科学研究作品展 科学研究口頭発表会科学研究口頭発表会
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【利用者の感想】
◦初めての経験が沢山あり、子ども達は目をキラキラさせなが
ら楽しく充実した時間を過ごせていました。お家に帰ったら
パパやママに見せたいとうれしそうでした。同時に大人たちも
楽しめました。
◦すごく面白く、子どもたちの表情や声からも楽しんでいるのが
伝わってきました。おどろきや発見があり、「またやってみたい」
の声が多くありました。

【利用者の感想から】
　とてもよい研究になり、やりがいがあった。大学院生の方が
熱心に教えてくれて、分からないことやまとめ方へのアドバイス
がもらえてとても良かった。おかげですばらしい研究になった。
(受講生)
　初めて子どもが本格的な研究をすることができました。指導
の大学院生の方が熱心に実験の心構えから指導してください
ました。実験、調査、資料集めと、様々なことを子どもに体験
させることができ、とても充実した夏になりました。(保護者)

【利用者の感想】
■子どもたちから
◦すごかったのでまたきたいです。けんびきようはすばらしかったです。はっけんできてうれしいです。
わたしもすごいかがくしゃになりたいな。
◦でんきをけしてもスライムが光るのがすごいなと思いました。いえでもいっぱいあそびたいです。スラ
イムをいえでもつくりたくなりました。またやりたいです。
◦きようりゅうのか石のことをもっとしりたくなってきょうりゅうのかせきめいじんになりたくなりまし
た。いっぱいきょうりゅうのことをしってたのしかったです。
◦いちばんびっくりしたのはさいごの牛乳のもようがうごくのがびっくりしました。オーロラみたいにき
れいでした。また来ます。

■保護者から
◦タカジアスターゼって何だ？というところからネット予約しました！年長なりにも変化を楽しめ、
大人でも驚きがあってとても楽しませていただきました！次回も楽しみにしています！当選しま
すように！！
◦とっても楽しかったです。中学３年生のお兄ちゃんが小学生の頃に作った物を冷蔵庫にかざって
あり、同じ物を作れたと大喜びです。宝物が増えました！
◦糸電話は２人で楽しむものとしか知りませんでした！！大人の私もおどろきの連続でとても楽し
く学べました。家に帰ったら家族全員で糸電話を楽しもうと思います。ありがとうございました。
◦子どもの「お～！」というキラキラした目にとても嬉しくなりました。

子ども科学スタジオ子ども科学スタジオ

▪ 子ども科学スタジオ・オープンスクール

　科学研究に興味を持つ小学３年生から中学生を対象に、研究
の進め方などをサポートする「ジュニア科学者養成講座・中期」
は小学生４人、中学生１人が受講しました。金沢大学の大学生・
院生から７～８月の期間、８単位24時間の指導を受け研究を進
めました。市の作品展では５人全員がそれぞれ優秀賞、優良賞
という結果を残し、内1人は全国児童才能開発コンテストで全国
連合小学校長会会長賞を受賞しました。
　また、夏休み中の学校に出向き、児童の科学研究の相談を受
ける「出張科学相談」を６校で実施し、夏休みの研究の計画や
まとめに役立ててもらうことができました

　こども園や小学校などの団体からの依頼を受け、年長児や
小学生を対象とした出前型の実験教室を行っています。今年
度は、33団体からの申込があり、計55回開催しました。ス
ライムづくりや空気遊び、ミニ水族館づくりなどの実験や工
作を通じて、延べ1,000人以上の子どもたちに科学の楽しさ
を伝えることができました。

　就学前年長児や小学生を対象とした校外活動の一環として、平日に子ども科学スタジオで実験教室をおこなっています。長土塀青
少年交流センター１F交流活動室で１時間程度の理科実験や工作を行います。今年度は９団体の申込があり、「ポンポンホバーであそ
ぼう」や「スライムをつくろう」等の活動を行いました。台湾の小学校との交流もしました。

　子ども科学スタジオは未就学の年長児から小学校１・２年生の児童を対象に、科学実験や自然観察を毎週土曜日の午前と午後の２
回ずつ(野外は午前のみ)開催しています。
　活動は毎週異なる内容で設定され、スタジオでは身近にある物を利用した科学実験をしたり、科学工作で遊びながら発見や気付き
を感じています。また、野外での季節に応じた自然観察会も開催しています。

　内容としては、音・光・空気・水・力・化学変化・電気などによる身の回りの現象や、動植物・化石・
宇宙などをテーマとしたいろいろな実験や観察を行っています。これらを通じて、科学や自然のおも
しろさ・不思議さを感じ、親しみを持ってほしいと願っています。
　今年度は年間４４日を計画していましたが、全ての回を実施しました。参加者は2,926名となり、
昨年度より22名増加しました。

科学相談科学相談 出前科学スクール出前科学スクール

❖(公財)東京応化科学技術振興財団助成事業事業❖

【利用者の感想から】
◦子友だちと協力して工作したり、楽しみながら学ぶことが
できて良かったです。「どうして？」「～だからじゃない？」
と子どもたち同士で考えあう姿が見られました。
◦聞く時間や作る時
間、遊ぶ時間があ
り、子どもたちの
様子をじっくり見守
ることができまし
た。



この財団だよりに掲載している事業への参加者数などの資料は財団ホームページに
資料編として掲載しております。併せてご覧ください。

その他詳しくは、お電話で
お問い合わせもしくは、
財団ホームページをご覧
ください。

金沢子ども科学財団だより

公益財団法人 金沢子ども科学財団
〒920-0865　石川県金沢市長町３丁目３番３号

：（ ） - ：（ ） -
メールアドレス kodomokagaku-z@kanazawa-city.ed.jp
ホームページ https://kodomokagaku.or.jp/
フェイスブック https://www.facebook.com/kodomokagaku/
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【参加者の感想】
■SSH教室
　化学物理地学すべての分野を楽しめました。生活に密接に関わって
いる科学。これからも科学を楽しみたいです。
　科学についてよく知ることができたし、ストーリーも面白かったの
で、自分もこのような企画をぜひしてみたいと思いました。
■金大附属高連携教室

　附属高校のみなさんの研究をしている理由を聞いて、人のために
がんばっているんだと思いました。本当にすごいと思いました。
　数学オリンピックの過去問の解き方が、みんなに分かるように、
後輩たち解説書を作っていると聞いて、私も数学オリンピックに挑
戦したいなと思いました。

■日機装金沢製作所 
「腎臓はどんなはたらきを

しているの？」

■宗桂会
「“加賀ぞうがん”を

科学しよう！」

■金沢村田製作所 
「自転車型ロボット・
　ムラタセイサク君の

ひみつ」

■金沢エナジー 
「かがくワンダーランド
　　～－196℃の世界に

触れよう～」

■勝木太郎助商店
「新型電子顕微鏡を

ひとりじめ体験」

■金沢大学ＶＢＬ  
「親子で作る3Dペン

工作教室」

特 別 事 業特 別 事 業

　科学やものづくりへの興味・関心が、より多くの子どもたちに広がることを期待し、企業や諸団体等の実施する社会貢献活動に協
力した科学教室を開催しています。

　金大附属高校とSSH認定校で
ある金沢泉丘高校と連携し、理科
や数学分野で特色のある体験教
室を主に中学生向けに開催してい
ます。
　令和７年度の金大附属高連携
教室は６月に開催し、数学チャレ
ンジクラブ員と一般参加者が金大
附属高校生と数学を通じて交流
しました。また、２月に開催した
SSH教室では、36名が参加し、
泉丘高校生が企画立案したサイエ
ンスミステリーに挑戦しました。

　児童科学教室、サイエンスクラブ、科学研究作品展等に参加している小・中学生の中から、優れた
科学研究に取り組み、さらに深く研究したいという意欲を持つ子どもたちをバックアップする事業を
行っています。今年度は小学生３人、中学生１人の計４人が受講しました。受講生は、５～８月にわたっ
て、金沢大学の大学院生や学生等から12単位36時間の指導を受け、各自の研究に取り組みました。
　今年度の受講生の科学研究作品は、市作品展において優秀賞３点、県作品展では特別賞２点（県
知事賞２点）及び優良賞１点。また、全国展では全国児童才能開発コンテストで全国都道府県教育
長協議会会長賞１点、日本学生科学賞で入選１等１点、自然科学観察コンクールで秋山仁特別賞１点
という成果を収めました。

交流事業交流事業

▪ ジュニア科学者養成講座　長期

▪ SSH（スーパーサイエンスハイスクール）教室・金大附属高校連携教室

　当財団は、主に金沢市に在住する児童生徒等の課外における科学
的な活動などを支援するとともに、その普及・発展に努め、科学の心
を育むことを目的に、「児童生徒等を対象とした課外での科学に関す
る活動」、「児童生徒等の科学の心を育てるための普及啓発活動」、「科
学に関する諸団体や国内外の児童生徒等との交流活動」を柱とした
事業を実施しています。また、これら事業の高い公益性が認められ、「公
益財団法人」として、平成23年4月より運営を行っております。
　事業に必要な資金は様々な団体からの助成金や事業参加者からい
ただく参加費、そして財団が所有する限りある基金を取り崩して行っ
ております。教育普及活動は一朝一夕で成果のあがるものではなく、

長期にわたり継続していくことでその効果が発揮できるものと認識し
ております。こうした意義ある事業を今後とも継続発展させ、一人で
も多くの子どもたちの科学の芽を育てていくためには、多くの皆様方
からの温かいご支援が不可欠と考えております。なお、公益性の高い
団体へ行われる”寄附”はその寄附者に対し、税制上の優遇措置が
認められています。財団では、多くの方々からのご支持、ご寄附をい
ただき、もっと多くの子どもたちに事業へご参加いただける環境づく
りのため前進していきたいと考えております。以上、当財団の事業活
動にご理解とご賛同をいただき、是非ご寄附をお寄せくださいますよ
うお願い申し上げます。
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財 団 で は 寄 附 を 募 集 して お り ま す


